
令和 8年度一般選抜前期日程入学試験問題 小論文Ⅽ（社会選修） 

評価の観点・採点基準・解答例 

 

【評価の観点】 

 

 問１ 問２ 問３ 

基礎的能力 

（読解力・表記能力・表現力） 

◎ ◎ 〇 

論理的思考能力 

 

〇 ○ ◎ 

教育に関する 

興味・関心・姿勢 

  ◎ 

 

 

【採点基準】 

 

問 1 

① 成熟した市民社会の成立要件として、個人の自律的な意思決定について指摘できてい

る。 

② 成熟した市⺠社会の成⽴要件について、共同体における合意形成や個人の意思決定と

の調停について指摘できている。 

③ 全体が論理的な文章になっている。 

 

問 2 

① リベラルアーツの定義について説明できている。 

② リベラルアーツの目的について説明できている。 

③ 全体が論理的な文章になっている。 

 

問 3 

①  現代社会における社会科教育の役割を明確に述べることができている。 

②  本文の記述を十分に踏まえられている。 

③  自らの考えを筋道を立てて論理的に述べることができている。 

 

 

 

 

 



【解答例】 

問 1 
政治が可能な共同体において⺠主政治を⽀える構成員が、個⼈の意思決定に基づき⾏動し、
それがコミュニティにおける意⾒形成・合意形成といかに調停し、賢明なものにしていくか
のプロセスを持ち、⾃由と強制、個⼈と国家という⼆項対⽴を超えたところで、共同体のた
めに倫理的に決断できる⼈間によって⽀えられる社会。（148字） 

 

問 2 
リベラルアーツは、特定の学問に偏ることなく⼈⽂・社会・⾃然科学、芸術などを幅広く修
めることによって⾝につける汎⽤的な能⼒・資質であり、しばしば「教養」とも⾔い換えら
れ、現代におけるリベラルアーツの⽬的とは、⺠主主義の⼟台としての⾃由で⾃律した政治
的主体、すなわち「考える市⺠」を育成することにある。（149字） 

 

問 3 

民主主義社会における社会科教育の役割は、3点ある。一つ目は、正しい知識を教えるこ

とである。近年 SNS 上ではフェイクニュースなどがあふれている。何が真実であるのかを見

極められるようになるための、正しい歴史や地理の知識を教えることが必要である。ただし、

この際に、単なる知識の暗記ではなく、背後にある思想や歴史なども十分に教えることに留

意する。 

二つ目は、歴史的事実や政治的、社会的な問題について深く考え、批判的に分析する能力

を養うことである。民主主義社会においては、与えられたものを受け入れるだけではなく、

自分で考え、判断し、意見を形成する力が求められる。社会科教育は、これを促進するため

の重要な手段である。 

三つ目は、民主主義社会に参加できる市民を養成することである。民主主義は市民の参加

を基本としている。そのため、生徒に自分の意見や要求を表明する重要性を教え、選挙や市

民活動など、社会に積極的に関与する方法を学ぶ機会を作る必要がある。その際に、多数派

の意見にだけ耳を傾けるのではなく、多様性にも配慮できるようにする。このことにより、

社会に対する責任感と参加意欲が育まれる。 

（481字） 

 

 


